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を下げる効果があることを明らかにして，青い光が高  

血圧患者の治療の補助として使用できる可能性を示し  

た。また青から赤へと光の波長が長くなるにつれて，  

精神心理学的な活性化は上昇すると推論した。1990年  

にはAAAS（American Associationfor the Advance－  

mentofScience）が青い光が広い範囲の精神問題，例  

えば依存症，摂食障害，インポテンツ，鬱の治療に有  

効であるとし，色が一つの治療の補助となることを示  

した。   

最近，日本でも色彩の癒しの効果を期待して病院の  

壁や医療従事者の作業衣に色物素材を用いている病院  

や，カラーセラピーを実施している外来も出てき  

が，4）が，色彩を治療やケアに用いるための基礎研究  

はほとんど見当たらない。   

本研究は色彩映像を「がん」などの重篤な疾患を  

持った患者の慢性的・持続的なストレスの緩和に応用  

し，将来的には患者の治癒力の賦括化にも役立てる5）  

ことを意図して，簡易的なストレス緩和方法の創出を  

目的としている。今回は基礎研究としてオリジナルに  

作成した色彩映像の心理的効果について報告する。  

方  法   

1．色彩映像の作成手順と映像シリーズの作成   

人に快の感情をもたらすことが予測される桃色系，  

青色系，緑色系，黄色系，赤色系の5つの色彩を基調  

は じ め に  

色彩が人の心理に影響を与えることは古くから経験  

的に知られ，西欧においては19世紀後半から心理効果  

についての科学的な分析がなされている。Craigl），  

Liberman2）らの報告では色彩を用いた治療の試みは，  

20世紀初頭のR．Steinerによって始まったとされる。  

M．Luscherは色の好みが内分泌の不均衡と関係して  

いること，S．Ⅴ．Krakovは自律神経系と色の関係を分  

析し，赤い色が交感神経系を青い色が副交感神経系を  

刺激することを明らかにした。さらにこれらの結果は  

R．Gerardよって確認され，彼は赤は興奮を引き起こ  

し，人を不安にさせ，緊張に向かわせて，血圧を上げ  

る効果があること，青は冷静さや平安の感情を生み，  

心を静めて，リラクゼーション効果をもたらし，血圧   
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るように指示した。①～④にはそれぞれ1～4点を配  

点し，抑鬱・不安，敵意，倦怠，活動的快，非活動的  

快，親和，集中，驚博の8因子に分類された各尺度  

（一感情尺度の最高得点は4×5＝20点）の得点を集  

計し，実験前後のデータをt検定して心理状態の変化  

をみた。   

2）映像評価表による各色彩映像の評価   

映像そのものを評価するための35の形容詞によるア  

ンケート表を作成した。   

被験者には各色彩の映像を提示した直後にその映像  

から得た感情を表現する形容詞を選択（チェック方式  

で複数選択可）するように指示した。被験者が選択し  

た形容詞それぞれの選出総数を集計し，全被験者に対  

する選出割合を算出した。   

また，今回は詳細は述べないが映像評価表による評  

価結果から，選択頻度が10％以下を省いた26の形容詞  

を用いてリラックス尺度を作成（被験者110名に対し  

てvalidationスタディを実施し，固有値1以上，因子  

負荷量0．2以上を項目決定の基準として Varimax回  

転を伴う因子分析を行った。確認されたリラックス4  

因子は，「ゆったりした気分」，「甘い気分」，「爽やか  

な気分」，「明るい気分」と銘々。尺度全体の累積寄与  

率は44．7ヲ‘で，アンケートの構成妥当性を確認した）  

し，各色彩映像のリラックス度を測定した。  

とした映像をデジタルカメラで撮影した。被写体の選  

択動機は経験的に日本人の美意識や感性に訴えかける  

と考えられる自然の造形とし，桃色系は桜，青色系は  

山と湖，緑色系は森，稲，黄色系は銀杏の黄葉，赤色  

系は花とした。映像はコンピューターに取り込み，そ  

れぞれの色彩ごと各9枚を一組として編集した。   

各色彩から1組づつの計5粗からなる映像シリーズ  

を2編作成し，映像素材とした。  

2，被験者   

映像の被験者は京都大学医療技術短期大学部に在籍  

する平成14，15年度1～3回生の学生174人（実験群  

97人，コントロール群77人，性別女154人，男20人，  

年齢平均20．5歳）である。平成14年度の被験者は実験  

群の97名（1回目47名，2回目50名）で，看護学科，  

理学療法学科，作業療法学科，衛生技術学科の4学科  

合同の「健康人間学」の授業に参加した主に1回生の  

学生である。またコントロール群の学生77名は平成15  

年度の同授業に参加した学生とした。被験者に対し  

て，事前に映像実験についての詳細な説明をし，協力  

を求めた。説明を了解し，同意した学生を対象に実験  

を行った。  

3．映像の映写方法  

120人収容可能な階段教室の大型スクリーン（185×  

185cm）上に，縦80cm，横100cmの大きさで映写  

した。その際，部屋は消灯し暗幕を用いて暗くした。  

また被験者はなるべく部屋の中央に集合させた。   

一枚の映像の映写時間は約5秒で，コンピューター  

制御によって一組，9枚の映像を順次に映写した。一  

回の映写実験には1シリーズの映像を使用した。  

4．実験手順   

授業終了後，直ちに2種類の評価表を配布した。ま  

ず，多面的感情状態尺度を用いた感情状態の検査を実  

施した。続いて各色彩の一組の映像を提示するごと  

に，その直後に映像評価表による評価を指示した。5  

色彩の映像評価を行った後，再び多面的感情状態尺度  

による検査を実施して一回の映写実験を終了した。実  

験はそれぞれ別の被験者グループに対して一週間の間  

隔を置いて2回実施した。またコントロール群は上記  

の実験から映像提示を抜いて（15分間自由に時間を過  

ごさせ），その他の調査は同様に行った。  

5 評価方法  

1）多面的感情状態の評価   

寺崎ら6，7）の多面的感情状態尺度（短縮版）を用い  

て，映像を提示した前後の被験者の心理状態を評価し  

た。   

多面的感情状態評価によるアンケート調査では40の  

形容詞について，①全く感じない，②あまり感じな  

い，③少し感じる，④はっきり感じる，の4段階のう  

ちから現在の気分にもっとも当てはまるものを選択す  
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図1多面的感情状態尺度による心理評価（実験1回  

目）（N＝47）。色彩映像を見る前と後の感情得点  

の平均を比較（T検定p＜0．01）して，心理状態  

の変化を示した。＊1MMS（MeanMoodadjective  
Score）  
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多面的感情状態尺度による心理評価（実験2回  

目）（N＝50）。色彩映像を見る前と後の感情得点  

の平均を比較（T検定p＜0．01）して，心理状態  
の変化を示した。＊1MMS（MeanMoodaqjective  
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ブな感情を表わす不安（p＜0．001），倦怠（p＜0．01），  

驚博（p＜0．01）などの感情状態得点の平均（MMS）  

が色彩映像後に有意に低下した。一方，ポジティブな  

結  果   

1．色彩映像の心理的効果   

図1は多面的感情状態尺度によって色彩映像の心理  感情を示す非活動的快（p＜0．01）と親和性（p＜  

的効果を調査した1回目の実験結果である。ネガティ  0．01）は有意な上昇が見られた。集中，敵意，活動的  

桃色系の映像評価（N＝47）  
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緑色系の映像評価（N＝47）  
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図3－1色彩映像の評価。形容詞による各色彩映像の評価（1回目），単位目盛りの数億は各映像  
に対する形容詞の選択割合（n／N）を示す。  
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快に関しては有意な差は見られなかった。2回目の調  

査結果（図2）においても不安（p＜0．001），倦怠  

（p＜0．01），驚惜（p＜0．01）などのネガティブな感情  

に関しては有意に低下し，1回目と類似していた。ポ  

ジティブな感情では活動的快（p＜0．05）でMMS得  

点が有意に上昇したが，親和性や非活動的快は有意な  

変化は見られなかった。一方，コントロール群では驚  

愕（p＝0．048），活動的快（p＝0．004），の二項目にお  

いて一定時間後にMMS値の有意な低下を認めたが，  

ネガティブな感情を示す不安（p＝0．28），倦怠（p＝  

0．72），敵意（p＝0．27）や，ポジティブな感情を示す  

非活動的快（p＝0．97）や親和性（p＝0．79）に関して  

前後に有意な変化を認めなかった。  

2．各色彩映像に対する評価結果   

図3は1回目の映像シリーズの形容詞による映像評  

価の結果を示した。映像によってそれぞれ選出された  

形容詞に特徴的な傾向があったが，桃色系は「美し  

さ」や「穏やかさ」，「安らぎ」などの感情を引き出す  

傾向が強く，緑色系は「開放感」，「清々しさ」，「爽や  

かさ」，「安らぎ」，黄色系は，「落ち着き」，「穏やか  

さ」，青色系は「爽やかさ」，「清々しさ」，赤は「かわ  

いらしさ」や「愛らしさ」の感情を引き出す傾向が  

あった。この特徴は2回目の映像シリーズにおいても  

類似しており，1回目と2回目の選択された形容詞の  

内上位10までの一敦度を示すと，桃色系で8割，緑色  

系で9割（しかし，2回目では8形容詞が50％以下の  

選択率であった），貴色糸で7割，青色系で7乳 赤  

色系6割であった。  

3．リラックス尺度による各色彩映像の評価   

表1は色彩映像の評価結果から選択率50％以上の形  

容詞に関して，それらをリラックス尺度によって再度  

評価・分類したものである。  

1，2回目とも桃色系では選択された因子別の形容  

詞は類似していた。緑色系では1回目では選択された  

形容詞は4因子にまたがっているが，2回目では第3  

因子のみに集中していた。黄色系では1回目は第1因  

子のみで，2回目では第1，第2因子が選択された。  

青色系では1回目に選択された3形容詞は第2，第3  

青色系の映像評価（N＝47）  
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図3－2 色彩映像の評価。形容詞による各色彩映像の評価（1回目），単位目盛りの数値は各映像  
に対する形容詞の選択割合（n／N）を示す。  
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表1リラックス尺度による各色彩映像の評価（N＝47）  

桃色系  緑色系  黄色系  青色系  赤色系  
リラックス尺度因子＊1  色彩映像項目  

1回目  2回目  1回目  2回目  1回目  2回目  1回目  2回目  1回目  2回目   

穏やかな  83＊2  50  

安らいだ  63  58   50  

第1因子  
「ゆったりとした気分」  

落ち着いた  60   52  63   62  

ゆったりとした  

くつろいだ  

美しい  83  73  

涼しい  67  57  

優美な  65  50  

華やいだ  63  52  

やさしい  60  60  

第2因子 「甘い気分」  優雅な  56  60  

愛らしい  53  56  

かわいい  52   

幻想的な  

甘い  

神秘的な  

清々しい  67  62  

第3因子 「爽やかな気分」  

爽やかな  67   58   

爽快な  

暖かい  73   60   

広々とした  77  

幸せな  

第4因子  
明るい  52   

「明るい気分」  希望に満ちた  

楽しい  

勇敢な  

元気な  

＊1：リラックス尺度としての4因子，＊2：数値は映像評価の形容詞の選出割合（n／NXlOO）の50％以上  

なリラックス感を示していると言える。ポジティブな  

感情変化に対しては精神面，身体面での変化の違いが  

示唆されるが，この点に関してはグループメンバーの  

性格特性などさらに詳細な検討が必要であると考え  

る。   

また，コントロール群では「活動的快」と「驚博」  

が一定時間後に有意に低下し，その他の尺度では変化  

はみられなかった。活動的快の質問項目としては，  

「活気のある」，「気力に満ちた」，「元気いっぱいの」，  

「はつらつとした」，「陽気な」などの形容詞が属して  

おり，これらの得点が低下したということは，落胆や  

脱力感に近い状態になったといえる。また，驚将に関  

してはその後の研究でも解釈に惑うような実験群，コ  

ントロール群に関係ない低下の例があり，色彩を見て  

えられた変化ではない可能性がある。本研究のような  

ストレスに関する指標としてポジティブな感情，ある  

いはネガティブな感情の変化が重要と考える場合に  

は，どちらに所属するとも言い難い「驚博」はむしろ  

はずして考えたほうがよい因子ではないかと言える。   

以上の結果を総合すると色彩映像は，被験者のネガ  

ティブな気分を抑えて，気分をよりポジティブな方向  

因子に属していたが，2回目では選択された2形容詞  

は第1因子に属していた。また赤色系では1，2回目  

とも第2因子では同様の形容詞が選択されているが，  

2回目では第4因子の形容詞も選択されていた。  

考  察  

5色彩からなる映像シリーズを作成し，その提示前  

後の心理的変化を多面的感情状態尺度を用いて調べ  

た。その結果，2回の映像実験の結果ともネガティ  

ブな感情を示す「不安」，「倦怠」および「驚博」の  

MMSが有意に低下し，また，ポジティブな感情を示  

す「非活動的快」，「親和」が1回目で有意に上昇し，  

2回目で「活動的快」が有意に上昇した。1回目グ  

ループと2回目グループの実験前の8因子の平均得点  

を分散分析した結果ではグループ間の違いは認められ  

なかった（布＝0．35＜ダ＝4．6）。1回目のグループで  

はポジティブな感情（非活動的快，親和，活動的快）  

の内，非活動的快と親和が有意に上昇していることか  

ら，精神的にこころが穏やかになったことが示唆され  

る。一方，2回目グループは親和に上昇傾向が見ら  

れ，活動的快に優位な上昇を見ており，むしろ身体的  
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が対象としたいストレスは特にがんや重篤な疾患から  

くる慢性的・持続な不安や恐怖に基づいたストレスで  

ある。このようなストレスへの対処として，ストレス  

因自体の問題解決は非常に困難であり，またそれだけ  

では十分ではない12）。最終的にはその人自身の問題  

の受け止め方を変え，その人に合った対処法を見出し  

てストレスへの主観的統制感を高めることが重要であ  

る。本研究では色彩映像からの一瞬の感動がストレス  

の一時的認知へプラスの刺激として働き，沈うつな気  

分を少しでも明るい方向に向けること，そしてこのよ  

うな対処を繰り返し体験することによって，ストレス  

への対処力や自己統制感を高めるための契機となるこ  

とを目指している。そのためには使用者がそのとき必  

要とする固有な映像刺激を見出せることが必須条件で  

あり，今後さらに多様な映像の作製と同時に，その選  

択システムの確立についての研究を進めていく必要が  

ある。   

本研究の結果から，異なる波長の光すなわち，色彩  

映像はそれぞれ特有な感情変化をもたらすことが示唆  

されたが，どのような機序でその効果を発現するのか  

については推論の域を出ていない。まず考えられるこ  

とは色彩と形態の統合による光刺激は，眼球を通過し  

て脳幹部の視床下部に到達し，ホルモン産生を刺激，  

または抑制する内分泌システムに何らかの影響を与え  

たことが考えられる13）。視床下部はメラトニンやセ  

ロトニンなど光に関連して分泌される各種のホルモン  

と感情の抑制作用を仲介している場所として知られて  

おり，今後，神経内分泌分子などの生化学的な変動に  

関しても研究を進め，色彩映像の心理効果に関する解  

明にも寄与したいと考えている。  

結  

色彩映像には，ストレスの緩和につながるリラック  

ス刺激効果があり，被験者の気分をよりポジティブな  

方向に向かわせることが示唆された。  
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